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1 この能力は生徒に対しては r~\5 り強く 「日々 、学ひ守亮ける力J
として提示されている。前年度の「産業社会と人1J rキャリアデ
ザインjの実践の中では、「キャリアjを生きるための共通の力と








































































































































01 02 03 04 05 
自己客観 情報の整理 義務の遂行 他者基準充足 CD意識
I学習内容
01 02 03 04 05 06 
横断的学習 探求的学習 呂様理解 主体的課題発見 主体的思考判断 主体的学習
I 学習成果
01 02 03 04 05 06 
学び方首考え方 在り方・生き方 課題発克力 課題解決意欲 解決への創造性 解決への協働指向
〈表 3) IH23. H25総合的学習の時間jアンケート結果比較
| 学習内容
Q1 Q2 Q3 Q4 Q5 Q6 
横断的 探求的 主体的 主体的 主体的
平均値
ゴム2ヨ自ヨ 学習 目標理解 課題発見 患者判断 学習
H23 79.3% 92.0% 79.5% 72.2% 78.7% 72.0% 79.0% 
H25 86.7% 84.2% ア4.7% 75.9% 82.9% 80.4% 80.8% 
1 学習成果
Q1 Q2 Q3 Q4 Q5 Q6 
学ひ7ラ 在り方 課題 解決への 解決への協
平均値
考え方 生き万 課題発見力 解決意欲 創造J性 {動指陪
H23 93.4% 68.2% 70.2% 76.2% 76.8% 86.1% 78.5% 





























































































































I弓iニJlフ二 20 19 16 16 19 18 
2 3 6 6 3 4 
。生徒の自己評価集計 1 (回答数)
I以下の項目について学習成果があったと思うか。
学び方・考え方を 在り方園生き方 課題発見力を 課題解決意欲 解決への創造 解決への協機
巴子A ム .. :，.日、 を考える 高める を高める 性を高める 指向を高める
肯定弘 21 17 19 16 17 17 





























IjEi1-二Jー三， 19 17 16 14 17 17 
否定 。 2 3 。戸 2 2 
。生徒の昌己評髄集計 1 (屈答数〉
I.以下の項自について学習成果があったと患うか。
学び方包考え方を 在り方臨生き方 課題発見力を 課題解決意欲 解決への創造 解決への協働
子4 ふ日 を考える 高める を高める 性を高める 指向を高める
肯定% 18 18 17 17 16 19 





















1 11 6 11 7 6 
否定 2 2 7 2 6 7 
0生徒の自己評価集計1(回答数)
I.以下の項目について学習成果があったと思うか。
学び方 a考え方を 在り方・生き方 課題発見力を 課題解決意欲 解決への創造 解決への協働
子4A4:ゐ日、 を考える 高める を高める 性を高める 指向を高める
肯定弘 12 9 5 10 8 12 



































21 20 17 17 
否定 1 2 。 5 
。生徒の自己評髄集計 1 (自答数〉
I以下の項自について学習成果があったと思うか。
学び方組考え方を 在り方・生き方 課題発見力を 課題解決意欲
子Aム、日、 を考える 高める を高める
肯定% 19 20 17 20 










































18 16 14 15 16 15 
否定 3 5 7 6 5 6 
。生徒の自己評価集計 1 (回答数)
I以下の項目について学翠成果があったと思うか。
学び方組考え方を 在り方偏生き方 課題発見力を 課題解決意欲 解決への創造 解決への協働
子よ主ムゐ日、 を考える 高める を高める 性を高める 指向を高める
斗同上二「疋』可J 20 16 12 18 18 20 





























肯定 16 16 15 17 18 17 
否定 3 3 4 2 1 2 
。生徒の自己評髄集計 1 (囲答数〉
I以下の項自について学習成果があったと思うか。
学び方魁考え方を 在り方鋼生き方 課題発見力を 課題解決意欲 解決への創造 解決への協働
子半ゐ日、 を考える 高める を高める 性を高める 指向を高める
肯定% 17 15 16 13 15 18 



























;寺定 16 17 18 15 19 18 
5 4 3 6 2 3 
。生徒の自己評価集計 1 (回答数)
I以下の項自について学習成果があったと思うか。
学び方 g考え方を 在り方園生き方 課題発見力を 課題解決意欲 解決への創造 解決への協働
子品ム二ゐ日、 を考える 高める を高める 性を高める 指向を高める
肯定% 19 17 12 17 16 16 



























肯定 16 17 16 15 
5 4 。 6 
。生徒の自己評{題集計 1 (自答数〉
I 以下の項呂について学習成果があったと思うか。
学び方・考え方を 在り方a生き方 課題発見力を 課題解決意欲
子よム:ゐ日、 を考える 高める を高める
肯定弘 16 16 16 14 
否定見 5 5 5 7 
。実践内容の課題と提言
主体的思考判断
16 
5 
解決への創造
性を高める
15 
6 
主体的学習
18 
3 
解決への協働
指向を高める
16 
5 
テーマが衣食住ということで、枠組みが大きかったため、活動自襟のとらえ方や意欲にもばらつきがあり、取組の状況も生
徒による錨人差が大きかった。初回の授業で、生徒の興味関心を探ったところ、螺が広かったため、教員額IJで絞り込むこと
はせずに、それぞれの興味関心に沿って進めていくことを大切にした。そのため畠らの追究していく姿勢は首むことができ
た。しかし、時積約な制限や生徒への指導激震を十分にで、きなかったことにより、あまり成果は上がらなかった。藷近な事柄
から調べ、考えていくことは取り組みやすいが、モチベーションの低い生徒の底上げや調べ学習で終わらないよう実験に何
かで、きるような工夫がもっと必要だった。晃学や体験を校外に出てやらせたいと試みたが曜日と20数名での受け入れ先を
課すのは難しかったO
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